
～コンテンツ利用（文化審議会著作権分科会2015年2月13日報告）と
個人情報保護法の改正～を中心として

※シンポジウム終了後、同ビル27階にて懇親会を予定しております。（無料）

第12回  シンポジウム

クラウドサービスとしてのプラットフォーマー
の役割と新規ビジネスの法的課題

■後援／総務省・経済産業省・文化庁・知的財産戦略本部（予定）

日時 平成27年5月30日（土）
午後1時15分～午後4時30分

場所 大手町サンスカイルーム27階会議室
千代田区大手町2-6-1 朝日生命大手町ビル

会費無料（会員以外の方でも参加できます）

※シンポジウム終了後、同ビル27階にて懇親会を予定しております。（無料）※シンポジウム終了後、同ビル27階にて懇親会を予定しております。（無料）

13:15 【主催者挨拶】
  ELN理事長　久保利英明
13:20～13:45 【基調講演】（25分）
 「プラットフォーマーの社会的役割とコンテンツ流通に求められる法整備」
  KADOKAWA取締役会長，KADOKAWA・DWANGO取締役相談役　角川 歴彦　様
 【休憩】
 【パネルディスカッション】
13:50～14:10 緊急報告１
 「文化審議会著作権分科会利用流通小委員会クラウドサービス等と著作権に関する報告書
 （2015年2月13日）の意味するところ」
  ELN理事　松田 政行
14:10～14:30 緊急報告２
 「クラウド、ビッグデータ活用ビジネスと個人情報保護法の改正」
  ELN専務理事　牧山 嘉道
14:30～14:50 パネリストからの提言
 「著作権分科会に提出した活用ビジネス12の具体例と柔軟性のある規定の提案」
  一般社団法人電子情報技術産業協会著作権専門委員会委員長　榊原 美紀　様
14: 50～15:10 パネリストからの提言
 「活用ビジネスモデルに関する集中管理センターの提言」
  一般社団法人日本音楽著作権協会　常務理事　浅石 道夫　様
 【休憩】
15:15～16:30 討論・質疑応答
 「クラウドサービスとしてのプラットフォーマーの役割と新規ビジネスの法的課題　
 ～コンテンツの利用と個人情報保護法の改正を中心として～」
 司　会      松田 政行
 パネリスト  若山 高一様（株式会社KADOKAWA･DWANGO　法務部長）
   榊原 美紀様
   浅石 道夫様
   牧山 嘉道

　エンターテインメント・コンテンツは、クラウドサービスの展開によってその利用を促進することが求
められています。また、この展開は諸情報のビッグデータとの関連において捉えられることから、個人
情報の扱いが検討されなければなりません。
　文化審議会著作権分科会「クラウドサービス等と著作権に関する報告書」（2月13日）は、これまで
の著作権法の産業政策化・ネット法等の提言、日本版フェアユースの審議とその後の立法、及びこ
れらを踏まえたうえでのクラウドサービス「12ビジネスモデル」の提示がなされ、その検討の結果とし
て出されたものです。クラウドサービスモデルの展開を検討します。

NPO法人 エンターテインメント・ロイヤーズ・ネットワーク

総合司会　ELN専務理事　横山　経通


